
｢豊田市駅西口周辺整備工事｣に係る契約者の選定経緯について 

 

１．技術協力業務概要 

（１）業務名称 

豊田市駅西口周辺整備工事に関する技術協力業務委託 

（２）業務委託料の上限額 

１６,０００,０００円（税込み） 

（３）履行期間 

令和５年８月３１日から令和６年３月２９日まで 

（４）業務内容 

① 計画準備 

② 現地踏査 

③ 設計内容の確認並びに課題整理及び技術提案 

④ 施工計画（案）等の作成 

⑤ 設計図書の確認及び工事費の算出 

⑥ 関係機関協議資料の作成 

⑦ 報告書作成 

⑧ 打合せ業務 

 

２．工事概要 

（１）工事名 

  豊田市駅西口周辺整備工事 

（２）工事場所 

  豊田市若宮町ほか地内 

（３）工事内容 

① 豊田市駅西口ペデストリアンデッキ（C ブロック）耐震補強工事 一式 

② 豊田市駅西口ペデストリアンデッキ（AB ブロック）軽量化工事 一式 

③ 豊田市駅西口バス停整備工事 一式 

④ 大屋根・シェルター・昇降機工事 一式 

（４）工期 

  令和６年 3 月 23 日から令和８年７月１０日まで 

 

 

 

 



３．経緯 

（１）本工事の特殊性 

  西口周辺施設は、来る２０２６年アジア競技大会開催に向けて令和５年度から工事に着手し、西口バス

乗降場整備においては、令和７年度末の工事完了を予定している。 

豊田市駅西口周辺整備工事の施工に当たっては、歩行者やバス、タクシー等の公共交通を供用しながら、沿

道への影響も最小限かつ短期間に抑えられるよう施工計画を検討する必要がある。 

また、施工区域は中心市街地に位置し、駅周辺は交通量も多く、十分な施工ヤードの確保も難しい状況下

で、輻輳(ふくそう)する工事間の調整を行いながら、限られた工程の中で、コスト縮減も視野に最良な施工計画の

検討を行うことが望まれている。 

このことを踏まえ、現場条件に即した施工計画を作成し、安全かつ円滑に工事を進めていく必要があるため、 

設計段階から施工者の高度な技術やノウハウを取り入れる「技術提案・交渉方式」（以下「ＥＣＩ方式」とい

う。）を採用することとした。 

なお、技術提案にあたり、別途発注の「豊田市駅西口ペデストリアンデッキ（AB ブロック）耐震補強詳細設計

等業務委託」及び「豊田市駅西口ペデストリアンデッキ（D ブロック）上屋等実施設計委託」の設計業務受託者

（以下「設計者」という。）と十分に連携した上で、施工性の観点から技術的・経済的課題を整理し、最良な施

工計画を作成した。 

 

（２）契約決定までの主な経緯 

契約者決定までの主な経緯は表－１のとおりである。 

  



表－１ 契約者決定までの主な経緯 

区 分 項目 日程 

実施要領等公表 実施要領の公表 令和 5 年 5 月 16 日（火） 

参加資格審査 第 1 回質問受付期間 
令和 5 年 5 月 17 日（水）～ 

令和 5 年 5 月 24 日（水） 

参加資格審査 第 1 回質問回答日 令和 5 年 5 月 31 日（水） 

技術等審査(第一次) 
参加申込書類提出期間 

令和 5 年 5 月 31 日（水）～ 

  令和 5 年 6 月 7 日（水） 

  参加資格審査結果通知 令和 5 年 6 月 14 日（水） 

  
図面等資料の配布期間 

令和 5 年 6 月 14 日（水）～ 

  令和 5 年 6 月 21 日（水） 

技術等審査(第二次) 
第 2 回質問受付期間 

令和 5 年 6 月 14 日（水）～ 

基本協定書 令和 5 年 6 月 28 日（水） 

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ協定書 第 2 回質問回答日 令和 5 年 7 月 5 日（水） 

  
技術提案書等の提出期間 

令和 5 年 6 月 14 日（水）～ 

  令和 5 年 8 月 10 日（木） 

  審査 令和 5 年 8 月 18 日（金） 

  審査の結果通知 令和 5 年 8 月 21 日（月） 

  締結 令和 5 年８月 30 日（水） 

技術協力業務委託 締結 令和 5 年 8 月 30 日（水） 

 設計図書の提示 令和５年 12 月 13 日（水） 

 
設計内訳書 業者提出 

（１回目） 
令和 5 年 12 月 20 日（水） 

 価格等の交渉（成立） 令和 5 年 12 月 26 日（火） 

 
設計内訳書 業者提出 

（２回目） 
令和 5 年 12 月 27 日（水） 

工事請負契約 仮契約の交付 令和 6 年 2 月 14 日（水） 

工事請負契約 本契約の締結 令和 6 年 3 月 22 日（金） 



（４）優先交渉権者の選定方法 

契約の相手方の選定は、第一次審査として企業及び技術者の審査を行い、技術提案の作成する者を選定し

た。第二次審査として技術提案書の審査を行い、優先交渉権者及び次順位以下の交渉権者を決定する方法と

した。優先交渉権者として選定した者に対しては、技術協力業務の実施後に価格等の交渉を行い、交渉が成立

した場合に、見積合わせを行い、予定価格を下回った場合には工事契約の相手方として決定することとする。 

 

（５）優先交渉権者の選定体制 

選考に当たっては、学識経験者を含むプロポーザル審査委員会にて審査を行う。なお、プロポーザル審査委員

会は会議の公平性の確保及び円滑な運営のため非公開とする。 

 

４．競争参加資格確認及び段階選抜（一次審査） 

（１）競争参加資格確認及び段階選抜（一次審査）の概要 

競争参加資格確認は、競争参加者としての適正な資格と必要な実績を有するかを審査するものであり、段階

選抜（一次審査）として技術提案を要請する者を選抜した。なお、資格要件は配置予定技術者の能力、企業

の施工実績、事故及び不誠実な行為に対する評価である。 

主な参加資格については表ー２とおりである。 

表－２ 主な参加資格 

共同企業体構成 豊田市総合点 地域要件 実績要件（過去１０年間） 
代表構成員 土木一式工事１,２００点以上 

建築一式工事８５０点以上 
県内本支店 DID地区における橋梁工事 

鉄道近接工事 
第２構成員 土木一式工事８５０点以上 豊田市本店 なし 

 

（２）審査結果 

令和５年６月７日までに１者の応募があり、競争参加資格確認申請書について資格審査を行った結果、競

争参加資格を有していることが確認できた。そのため、令和 5 年 6 月 14 日付けで一次審査結果を通知するとと

もに技術提案書の提出要請を通知した。 

 

５．技術提案審査（二次審査） 

（１）技術提案審査（二次審査）の概要 

技術提案項目と評価基準及び配点については表ー３のとおりである。 

  



表－３ 技術提案項目と評価基準及び配点 

 

 

計
（配点率）

事業者要件 業務実績 同種業務実績の内容・規模、件数等を評価する 40 様式2-1

配置技術者の経験
及び能力

管理技術者 実績業務の内容・規模、件数等を評価する 40 様式2-2-1

技術検証ポイントと詳細設計へのフィードバック方
法

20

仮設計画・維持管理などの詳細設計へのフィード
バック方法

20

業務概略スケジュールと具体的な業務内容・想定さ
れる課題と解決策の提示

20

その他、技術協力業務を効率的に進めるための具体
的な提示

20

技術協力業務の体制 10 様式5-3-1

施工管理段階の体制 10 様式5-3-2

豊田市内の建設事業
者の活用方法

豊田市内の建設事業者への下請けの発注などの積極
的活用の具体策

10 様式5-3-3

提案の的確性（課題抽出）について評価する 25

提案の的確性（課題解決方法）について評価する 25

提案の特殊技術、新技術について評価する 10

提案の実現性について評価する 30

提案の的確性（課題抽出）について評価する 25

提案の的確性（課題解決方法）について評価する 25

提案の特殊技術、新技術について評価する 10

提案の実現性について評価する 30

概算工事費 概算工事費について評価する 10
10

(2.5%)
様式6

取り組み姿勢
技術提案に対する補足説明の的確性及び取り組み意
欲について評価する

10

専門性・コミュニ
ケーション

質問を通した専門知識及び応答における明確性、コ
ミュニケーション能力を評価する

10

400
(100%)

評価項目
評価基準

配点
様式

大項目 中項目

参加申込書類につ
いての評価

80
(20.0%)

技
術
提
案
に
つ
い
て
の
評
価

技術力要件

業務内容に係る技術
提案（実施方法）

110
(27.5%)

特定テーマⅱ
（工程管理）

90
(22.5%)

様式5-4-2

小項目 評価点

様式5-2

業務内容に係る技術
提案（実施体制）

特定テーマⅰ
（施工計画）

90
(22.5%)

様式5-4-1

ヒアリングによる
評価

技術力要件
20

(5.0%)
―

総合得点 400



応募のあった１社に対して、技術提案内容の確認、提案項目に関する提案内容の審査を行った。ヒアリングは

３０分以内のプレゼンテーション後、約３０分間の審査委員会の委員による質疑応答を行った。 

 

（２）審査結果 

審査の結果、提案者である大林組・ヤハギ道路特定建設工事共同企業体に対し、令和 5 年 8 月 21 日付

けで審査結果を通知した。 

審査結果については表ー４のとおりである。 

表－４ 審査結果 

順位 提案者 点数 優先交渉権者 
１ 大林組・ヤハギ道路特定建設工事共同企業体 ３１１．６ 特定 

                         ※配点 ４００ 
 

６．技術協力業務 

発注者は優先交渉権者と基本協定書を、優先交渉権者及び設計者とパートナーシップ協定書を締結し、 

技術協力業務の契約を締結した。 

技術協力業務の工期は、令和 5 年 8 月 31 日から令和 6 年３月２９日までとした。 

合わせて、発注者及び設計者並びに優先交渉権者で三者協議会を組織した。 

組織された三者協議会において、プロポーザル及び技術協力業務の期間中に提案された技術提案等を基に、

工法や仕様について協議した。 

三者協議会の協議結果や、関係機関及び地元協議結果を反映した修正設計、施工計画の立案を行い、 

工事費の算定を行った。 

 

７．価格等交渉 

優先交渉権者から提出された見積額の妥当性の検証については、以下のとおり確認した。 

①歩掛については、原則、標準步掛を使用し、標準歩掛のないものや特殊条件のものは優先交渉権者以外 

から見積を取り、妥当性を確認した。 

②設計単価（労務単価資材価格、機械経費）については、原則、設計単価表及び市場単価を採用し、 

特殊な材料については見積、特別調査単価を取り、妥当性を確認した。 

 

８．契約相手の決定 

（１）契約者 大林組・ヤハギ道路特定建設工事共同企業体 

（２）工事請負契約締結日 令和６年３月２２日 

（３）契約金額 ４，１７４，５００，０００円 

（４）工期 令和６年３月２３日～令和８年７月１０日 


